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Ⅱ.ニセコビジョン～基本構想
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２−１． ニセコ町の基本理念 

 

 

 

 

 

ニセコ町は、羊蹄山をはじめとする豊かな自然環境に恵まれたまちです。 

豊かな自然環境は、私たちが生きていくうえで、心身の健康や活力を与えてく

れるかけがえのないものであると同時に、まちの発展を支える産業の基礎にもな

っています。 

ニセコ町の主な産業は農業と観光業です。豊かな自然環境のもと営まれる農業

は、美味しい農産物を育てるだけでなく、美しい農村景観を生み出します。この

ような食べ物や景色を求めて多くの人がニセコ町に訪れています。また、さわや

かですごしやすい夏や、美しく良質なパウダースノーを求めて、海外からも多く

の観光客が集まっています。 

ニセコ町の地域経済は、こうした外からの来訪者だけでなく、まちの産業や暮

らしによって成り立っています。地域で採れた農産物を地域で消費する地産地消

や、地元の商店街で毎日の買い物を済ませることも、ニセコの地域経済をまわす

ことにつながっています。 

また、ニセコ町では、地域資源を活用した自然エネルギーの活用にも取り組ん

でいます。ニセコ町の地域資源でつくられたエネルギーを、ニセコ町で使う、そ

んなエネルギーの地産地消が実現するかもしれません。 

このように、ニセコ町の地域資源は、豊かな自然環境を基礎としながら、お互

いに関わり合い、循環して「ニセコ町らしさ」を創り出しています。 

無理に新しいものを導入しなくとも、今ここにあるさまざまな地域の資源を、

力強く循環させ、地域内をめぐらせることができれば、よりいきいきした地域を

創造することができるのではないでしょうか。 

このような「循環するまち」を目指すためには、互いに協力しあい、支えあい

ながら地域づくりを進めていく地域力の醸成が不可欠です。 

有島武郎が遺した住民自治の原点となる「相互扶助」の精神は、ニセコ町のま

ちづくりに脈々と受け継がれ、まちの地域力の素地として根付いてきました。 

市場主義にもとづく競争社会の今だからこそ、子育てや教育、高齢者福祉など、

世代を超えて地域で支え合い、助け合う「相互扶助」の地域力が重要になってく

るのではないでしょうか。 

 

ニセコ町は、これからの 12 年間、相互扶助の実践を通して地域力を醸成し、自

然環境をはじめとした地域にある資源を最大限にいかしながら、よりいきいきし

た地域を創造していきます。 

基本理念     相互扶助の実践を通して、誇りに思えるまちを創る 

環境創造都市ニセコ 
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■基本理念を支える５つの将来像 

 

１．循環：ゆたかな自然環境を軸にエネルギーが循環するまち 

ニセコ町は羊蹄山やニセコアンヌプリ等の森林や尻別川等の水といった、豊か

な自然環境を抱いたまちです。この自然環境の恵みを基盤に基幹産業である農業

を営み、自然環境と共生しながら暮らしていることが、ニセコの特徴の一つであ

り、今後もより充実させていきたい将来像でもあります。 

 

２．連携：自然環境と調和した経済社会を持つまち 

ニセコ町の豊かな自然環境は、農業の基盤となるだけでなく、雄大な自然の中

での癒しやレジャーを求める観光客をひきつけ、国際観光リゾートとしてのニセ

コを支えています。また、これらの農業や観光業と商工業が連携することで、ま

ち全体で自然環境と調和した経済社会を展開していくことが望まれます。 

 

３．挑戦：まちの魅力を活かした新たな挑戦が、人と文化を育てるまち 

環境問題やエネルギー問題に関する取り組み、観光を環境と結びつけた「国際

環境リゾート」に向けた取り組み等、将来のまちの姿を考えるにあたり進展が望

まれる分野への積極的な一歩を踏み出すことが必要です。また、ニセコ町は国内

だけでなく国外からも多くの移住者が訪れるまちであることから、彼らを受け入

れ、ともに協力しながら新たな課題に挑戦することが望まれます。 

 

４．共助：みんなが学びあい、成長しながら、いきいきと暮らすまち 

ニセコ町は、これまで多くの人びとに支えられ、100 年を越える歩みを刻んで

きました。かつて自らの農地を無償解放した文豪有島武郎の「相互扶助」の精神

は、人を思いやり、助け合う優しい心を育んできたわたしたちの社会に今も息づ

いています。将来のまちづくりに向けて、次世代にこの相互扶助の精神を引き継

ぎ、ともに学び合い、支えあうことが大切です。 

 

５．平和：だれもが安心して暮らせるまち 

普段の生活から助け合い、支え合い、見守り合いながら、安心して生活を送る

事ができる地域社会が望まれることはもちろん、もしもの病気や災害時にも安心

できる医療体制や防災体制がきちんと整っていることが大切です。 
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基本理念は、「総合計画策定審議会」や「外国人住民を囲んでの意見交換会」、

「子どもワークショップ」等で出された意見をもとに、策定しました。以下に、

その概要を示します。 

資料 

□「総合計画策定審議会」や「外国人住民を囲んでの意見交換会」での意見より 

【国際化】 

� 国際性やグローバル化にこだわらなくてもよいのではないか。 

� ニセコはニセコでありつづけるのが良い。 

【地域特性の成熟】 

� 国際化や観光だけでなく、町民の「暮らし」にも目を向け、足元をき

ちんとかためた、「ニセコらしさ」を育てる必要がある。 

� 地域特性を成熟させていく、「ニセコらしさ」という個性を作りだし

ていくことが、国際化につながるのではないか。 

【おおらかさ】 

� 移住者や、各国の来訪者を受け入れるおおらかさが「ニセコらしさ」

の一つであり、「世界に開かれている」ことではないか。 

 

□「子どもワークショップ」より 

第5次総合計画策定にあたり、「子どもワークショップ」を計3回行いました。

子供たちが作成した「ニセコまちづくり物語」と「ニセコ未来新聞」からは共

通して、二つの「異なるもの」が「共生」していく枠組みが読み取れます。 

ひとつは、まちの規模拡大や観光の魅力向上等、発展を望む一方で豊かな自

然や安心・安全な生活も大切にする必要があることと、もうひとつは、観光や

ビジネスを目的に来訪する外国人移住者や観光客のほか、ニセコ町民も、ニセ

コの豊かな自然や美味しい食べ物に惹かれているのだということです。 

この二つは相互に関係し合う考え方ですが、守るべきニセコの資源として、

「豊かな自然、美味しい食べ物、安心・安全な生活、にぎわいや交流」等が共

通して捉えられています。 

このように、子ども達の視点も踏まえて基本理念を策定しています。 

 

 

 

共生１：発展を望む一方で、守るべき大

切なものがあること 

まちの規模

拡大 

観光の魅力

アップ 

共生２：目的は違うものの、惹かれてい

るものは同じであること 

発
展

 

守るべきもの 

惹かれているもの 

ニセコ 

町民 

外国人 

移住者 

観光客 

生活 

生業 

観光 

ビジネス 

リタイア後 

豊かな自然 

おいしい食べ物 

安心・安全な生活 

にぎわいや交流 
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 ２−２．計画の体系 

 

■全体の体系について 

基本理念である「ともに暮らすまちニセコ（仮）」を実現するため、5つの将来像を

踏まえて、効果的な政策項目の進め方としての「戦略ビジョン」、分野別の「戦略推

進プラン」、地区ごとの「地区別ビジョン」を定め、進めていきます。 

 

■戦略ビジョンについて 

「戦略ビジョン」は、基本理念の実現に向け

て「目指す姿」と「そのためにやるべきこと」

を段階的に示した基本計画です。これまでの分

野別の計画とは違い、一つの「目指す姿」を実

現するために、分野を横断し、行政内の各部署

が連携しながら取り組んでいくことが必要です。 

 

各戦略ビジョンを構成する施策どうしは、戦

略ビジョンの枠を超えて、相互に関係し合って

いるため、各戦略ビジョンを個別に進めるので

はなく、互いに連携しあいながら、「ともに暮ら

すまちニセコ（仮）」の実現に向けて取組を進め

ていく必要があります。 

 

一つの戦略ビジョンを進める際には、役場庁内の各部署間で連携が必要となること

もあります。次頁に、各戦略ビジョンの概要も含めた第 5次総合計画の全体像を記載

しています。 

 

 



28 

 

■第５次ニセコ町総合計画の全体像 

 

 

 
1 土地利用

2 自然環境

3 生活環境

5 農業

6 商工業

3 生活環境

4 エネルギー

6 商工業

3 生活環境

5 農業

3 生活環境

5 農業

6 商工業

1 土地利用

3 生活環境

・ 7 観光

7 観光

8 学校教育

9 社会教育

10 文化

11 スポーツ

13 高齢者福祉

12 健康・医療

13 高齢者福祉

13 高齢者福祉

14 児童福祉

15 障がい者福祉

13 高齢者福祉

16 防災・防犯

17 住民自治

18 行財政

1

2

① 3

② 4

③ 5なりたい姿とやるべきことを一緒に考えます 南西地区（里美、宮田、福井、西富） 自然環境と調和した、農村コミュニティの里づくりを進める

新しいことに挑戦します 市街地区（市街地、中央、本通） 市街地としてふさわしい、機能あるまちづくりを進める

分野に縛られず、柔軟に連携しながら取組みます 東部地区（近藤・元町） 農村コミュニティを発展させ、さらに絆を深める

ニセコ町まちづくり基本条例に謳われている「町民一人ひとりが自ら考え、行動する」地域社会を目指して、情報共有と住民参加をより進め、
さまざまな地域の課題を話し合う場・仕組みをつくります。このような仕組みによって、住民自治活動のリーダーが育ち、地域の課題を解決す
るビジネスを生み出します。併せて住民自治活動と行政の連携を進めます。

地区ビジョン　～地区別計画

川北地区（ニセコ、曽我） 自然環境と産業（農業・観光）の調和を目指す

計画推進方針 有島地区（有島） 相互扶助のまちづくりの実践を進める

9999 災害災害災害災害にににに強強強強くくくく、、、、安心安心安心安心してしてしてして暮暮暮暮らせるらせるらせるらせる地域地域地域地域をつくりますをつくりますをつくりますをつくります

災害に強く、安心して暮らせる地域づくりを目指して、「防災計画」の全体的な見直しを行います。防災体制に対する町民、組織、行政の役割
分担の明確化を行い、住民自身による災害時の行動点検、日常的な見守り活動や訓練活動を実施を行うなどして、地域単位での災害対策
を進めます。

4 戦略ビジョンの推進は役場庁内の各部署が連携して取り組みます

・
・
分野を横断しながら取り組むこともあります。
戦略ビジョンの枠を超え、関連しながら進めることもあります。 10101010 住民住民住民住民みんながまちをみんながまちをみんながまちをみんながまちを考考考考ええええ、、、、活動活動活動活動しますしますしますします

健康寿命を延ばし、健やかに安心して住まうことのできる地域づくりを目指して、予防医療の体制を整えます。この取り組みを通じて、生活習
慣病を予防し、生活の中で健康をはぐくむことができるライフスタイルを推奨します。また、倶知安厚生病院との連携や夜間救急医療体制の
安定など、いざという時のための医療体制を整えます。

3 町民の様々な意見を積み上げるボトムアップ形式で策定しています
8888 顔顔顔顔がががが見見見見えるえるえるえる相互扶助相互扶助相互扶助相互扶助のののの地域社会地域社会地域社会地域社会をつくりますをつくりますをつくりますをつくります

子ども、大人、高齢者、障がいのある人など、様々な立場の人たちが相互に支えあい、共に暮らすことができる地域社会を目指して、地域の
中で日常的に集まることができる場をつくります。この取り組みを通じて、住民活動のリーダー育成、高齢者を支える体制づくり、子育ての悩
みや課題を支援する住民ネットワークを育てます。

6666 町民町民町民町民がががが共共共共にににに学学学学びびびび合合合合いいいい、、、、支支支支ええええ合合合合うううう文化文化文化文化をををを育育育育てますてますてますてます

地域の文化活動を充実させることを目指して、学校や地域での学び・スポーツ活動と有島武郎の文学などの地域に根差した芸術文化を、関
連させながら展開しニセコの地域文化を育てます。また、様々な経験・知識・技術の持ち主を中心として、住民同士が学びを楽しむ仕組みを
つくることで、地域に様々な文化活動が根付きます。

2 計画はニセコ町全域と地区ごとでも適用されます

7777 健康寿命健康寿命健康寿命健康寿命をををを延延延延ばしてばしてばしてばして人生人生人生人生をををを楽楽楽楽しみますしみますしみますしみます

1 計画期間は12年間です 5555 環境環境環境環境やややや地域文化地域文化地域文化地域文化をいかしたをいかしたをいかしたをいかした観光観光観光観光をすすめますをすすめますをすすめますをすすめます

町長任期と同期させ、戦略的かつ実効性のある計画とするため、平成
24年度から平成34年度の12年間とします。

国際的なリゾート観光を支える事のできる地域社会を目指して、地元住民や観光関連事業者、農業・商工業者など、多様な人々が連携しな
がら観光客の受け入れ環境を向上させます。また、自然環境と農的生活をまなび・体験するイベントの実施等、地域の文化を活かした観光リ
ゾートの受け入れ体制を整えます。

4444 ....みんながみんながみんながみんなが学学学学びあいびあいびあいびあい、、、、成長成長成長成長しながらしながらしながらしながら、、、、いきいきといきいきといきいきといきいきと暮暮暮暮らすまちらすまちらすまちらすまち

「成長する計画」づくりの評価システム
5555 ....だれもがいつでもだれもがいつでもだれもがいつでもだれもがいつでも安心安心安心安心してしてしてして暮暮暮暮らせるまちらせるまちらせるまちらせるまち 4444 商工業商工業商工業商工業とととと農業農業農業農業、、、、観光業観光業観光業観光業とのとのとのとの連携連携連携連携をををを進進進進めめめめ、、、、地域産業地域産業地域産業地域産業のののの活性化活性化活性化活性化をををを目指目指目指目指しますしますしますします

ニセコブランドの確立と地域産業の活性化を目指して、地域に立地している海外企業と地元企業が交流を深め、ビジネスのネットワークづくり
を進めます。この取組を通じて、人材資源や情報資源、物質資源などの地域資源が地域の中で循環するしくみを整えます。なかでも重要な
地域資源である農産物のブランド化や地産地消をきっかけとして、農業・商工業・観光業の連携を進めます。

第５次総合計画のポイント

基
本
理

念
を
支
え
る
５

つ
の
将
来

像

1111 ....ゆたかなゆたかなゆたかなゆたかな自然環境自然環境自然環境自然環境をををを軸軸軸軸ににににエネルギーエネルギーエネルギーエネルギーがががが循環循環循環循環するまちするまちするまちするまち 2222 資源資源資源資源ややややエネルギーエネルギーエネルギーエネルギーをををを地域内地域内地域内地域内でででで上手上手上手上手につかいますにつかいますにつかいますにつかいます

地域資源とエネルギーが地域内で循環するまちを目指して、再生可能エネルギーの導入や、リサイクルのしくみの改善など、地域の実情に
合った資源とエネルギーの循環の仕組みを生み出します。併せて、このような取り組みの過程を環境教育として周知することで町民の環境
意識を高め、家庭や民間事業者の取り組みへの参加を促します。

3
2222 ....自然環境自然環境自然環境自然環境とととと調和調和調和調和したしたしたした経済社会経済社会経済社会経済社会をををを持持持持つまちつまちつまちつまち

3333 ....まちのまちのまちのまちの魅力魅力魅力魅力をををを活活活活かしたかしたかしたかした新新新新たなたなたなたな挑戦挑戦挑戦挑戦がががが、、、、人人人人とととと文化文化文化文化をををを育育育育てるまちてるまちてるまちてるまち 3333 ニセコニセコニセコニセコならではのならではのならではのならではの、、、、環境環境環境環境とととと調和調和調和調和したしたしたした農業農業農業農業をつくりますをつくりますをつくりますをつくります

戦

略

推
進

プ
ラ
ン（

戦
略
ビ

ジョ

ン

を

実
現

す
る

た

め

の
政

策
項

目）

1 総合計画の実施状況について、町民意識
を基本に評価する

「環境と美しい景観のまち」として環境をテーマに様々な人々との交流を深められるような地域を目指して、環境への配慮をきちんと評価しな
がら、森林や水源地等の自然環境、生活環境及び景観の保全を進めます。

2 ４年に１回の町民アンケートと、毎年実施す
る役場町内のPDCA

４年サイクルの町民評価は町長の政策に
反映され、さらに町民の評価を受ける

4 アンケートによる成果指標の作成と分析
は、町民と役場が連携して行う

ニセコ町の主幹産業である農業の活性化を目指して、共同で農業経営を行う仕組みづくりや国営農地基盤整備事業を進め、農業の経営基
盤を整えると共に、その仕組みの中で新規就農者を育てます。また、農産物の環境に関するブランド化を図り、農業・商工業・観光業の連携
に発展させます。

ニセコビジョン　～基本構想 ニセコ戦略ビジョン　～基本計画 関連分野 戦略ビジョンの進行管理と

評価の仕組み

基
本
理

念

相互扶助相互扶助相互扶助相互扶助のののの実践実践実践実践をををを通通通通してしてしてして、、、、誇誇誇誇りにりにりにりに思思思思えるまちをえるまちをえるまちをえるまちを創創創創るるるる

環境創造都市環境創造都市環境創造都市環境創造都市ニセコニセコニセコニセコ

戦略ビジョン名／概要 （ビジョンの領域）

1111 ニセコニセコニセコニセコのののの自然環境自然環境自然環境自然環境とととと景観景観景観景観をまもりますをまもりますをまもりますをまもります

H24 計画期間（12年） H34

町長任期（4年）

川北

南西

市街地

東部
有島

ニセコビジョン

戦略ビジョン

戦略推進プラン

地区別ビジョン

ニセコ町全域

ニ
セ
コ
町
の

将
来
像

○２回のアンケート調査

○ヒアリング調査

○子ども、外国人の視点

○ニセコ文化のあり方

○第４総合計画の検証

◇基本方針

◇戦略ビジョン

◇戦略推進プラン

◇地区別ビジョン

町長任期（4年）

環境 農業 商工業 観光

戦略ビジョン

戦略ビジョン
戦略ビジョン同士の関連

各戦略ビジョン

戦略ビジョン

Plan

（計画）
↓

Do

（実施）

↓

Check

（点検）

↓

Action

（見直し）

目
標
値
（

4年
後
／

8年
後
／

12年
後
）

住
民
評
価
委
員
会
と
庁
内
担
当
者
が
協
議

成
果
評
価
①
満
足
度
②
重
視
度

町
長
任
期

達
成
度
を
チ
ェ
ッ
ク

住
民
評
価
委
員
会
と
庁
内
担
当
者
が
協
議

成
果
評
価
①
満
足
度
②
重
視
度

ア
ン
ケ
ー
ト

庁
内
ロ
ー
リ
ン
グ

庁
内
ロ
ー
リ
ン
グ

庁
内
ロ
ー
リ
ン
グ

ア
ン
ケ
ー
ト

1年
目
の
P
D
C
A

2年
目
の
P
D
C
A

3年
目
の
P
D
C
A

4年
目
の
P
D
C
A
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２−３． 計画推進方針 

 

①新しいことに挑戦します 

社会経済の成熟化が進展し、人々の価値観やライフスタイルが多様化する中で、環

境、食料、エネルギー問題についての関心が急速に高まっています。 

その中で、ニセコ町が地域の活力を伸ばしていくためには、豊かな自然環境を生か

した農業のブランド化や、国際環境リゾート化、資源・エネルギーが循環する地域づ

くり等、地域資源を活かし、これからの時代に対応した挑戦をしていくことが必要で

す。 

挑戦の精神を持ち、一歩先行く新しい取り組みを進め、また、進むだけではないニ

セコ町の礎をしっかり守っていくという新しい挑戦をも進めていきます。 

 

 

②分野に縛られず、柔軟に連携しながら取組みます 

ニセコ町の豊かな生活や魅力は、「健全な農業と自然環境」、「自然環境と国際リゾ

ート」、「国際リゾートと地域コミュニティ」、「地域コミュニティと観光客や移住者」

等のさまざまな要素が、関わりあいながら形成されているといえます。 

このような中で、分野に縛られず、目指す姿に向けて、関係する人々が柔軟に連携

しながら取り組みを進めていきます。 

 

 

③なりたい姿とやるべきことを一緒に考えます 

従来型の「何をするか」だけを示す計画は、施策の成果が個別的になってしまい、

将来像の実現への道筋が不明確になってしまう恐れがありました。 

そこで、第 5 次ニセコ町総合計画では、「何をするか」を示すだけでなく、「何を目

指して」「どのような道筋で」施策を実行していくのかを示します。 

このようにして、ニセコ町の目指す姿である「（仮）ともに暮らすまちニセコ」に

向けて、行政そして町民がやるべきことを一歩ずつ着実に取り組んでいきます。 

 

 

 

 


